
平成二十三年度 児童・生徒の学力向上を図るための調査 

（東京都教育委員会 平成二十三年七月実施） 

結果からみた課題及び指導方法改善のポイント 

 江戸川区立西葛西小学校  

平均正答率  

［国語］                     ［社会］ 

 平均正答率（％）   平均正答率（％） 

都全体 ６９．０  都全体 ６３．２ 

江戸川区 ６６．７  江戸川区 ６０．２ 

本校 ７２．７  本校 ６２．７ 

［算数］                     ［理科］ 

 平均正答率（％）   平均正答率（％） 

都全体 ６７．５  都全体 ６６．８ 

江戸川区 ６４．３  江戸川区 ６４．６ 

本校 ７２．７  本校 ６８．９ 

 

調査結果の分析と考察 

［国語］ 

○平均正答率は、都平均より３．７％、区平均より６．０％高かった。 

○本校児童の正答率が低かったのは、以下の問題である（破線の問題）。 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 この問題では、目的や意図に応じ、文章全体の構成の効果を考えて記事を書く力、また記事を校正す

る力が求められる。児童の回答傾向からは、文章全体は捉えていても、細部の構成までは読み取れてい

ないことが伺える。今後は、取材・構成・推敲についての理解の定着を図るとともに、調べて分かった

こと・考えたことを論理的に表現させるなどの指導の工夫を行っていく必要がある。 



［社会］ 

○平均正答率は、都平均より０．５％低く、区平均より２．５％高かった。 

○本校児童の正答率が低かったのは、以下の問題である。 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらの問題では、共通して、地図やグラフなどの資料を読み取り活用する技能が求められる。 

今後は、複数の資料（文書、図、グラフ、年表、マトリクス等）を意図的に提示し、比較・関連付け

て捉えさせたり、調べて分かったこと・考えたことを論理的・段階的に表現させたりするなどの指導の

工夫を行っていく必要がある。 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この問題では、与えられた資料から、必要な情報を正確に取り出す力が求められる。児童の回答傾向

からは、必要に応じた情報の取捨選択に、課題が認められる。今後は、上記の①同様、複数の資料（文

書、図、グラフ、年表、マトリクス等）を意図的に提示し、比較・関連付けて捉えさせたり、調べて分

かったこと・考えたことを論理的に表現させたりするなどの指導の工夫を行っていく必要がある。 



［算数］ 

○平均正答率は、都平均より５．２％、区平均より８．４％高かった。 

○本校児童の正答率が低かったのは、以下の問題である。 

①                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この問題では、数量や図形についての知識・理解の中でも“量感”が求められる。量の単位とその大

きさを理解し、実感が伴えるようにしていく。そのために、授業中のみならず、学校生活全般で働きか

け、作業的・体験的な活動を積極的に取り入れることで、総合的に判断できる力を身につけさせていく。 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この問題では、分配法則や結合法則を理解し、それを活用した簡単な計算法を思考する力が求められ

る。本校の児童は、分配法則や結合法則自体は理解しているが、それを活用する力に課題がみられる。 

今後は、具体的な問題を通して、演算決定の力と筋道を立てて見通す力を育てていく。 



③ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これは、与えられた情報から必要なものを取り出し、意味を読み取り、解決する問題である。答えを

導くためには、複数の手順を踏む必要がある。今後は、児童それぞれのつまずきの要因を把握した上で、

個に応じた指導の充実を図っていく必要がある。 

［理科］ 

○平均正答率は、都平均より２．１％、区平均より４．３％高かった。 

○本校児童の正答率が低かったのは、以下の問題である。 

①               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの問題では、観察・実験の技能と、科学的な思考力の両方を用いて考える力が求められる。児

童の回答傾向からは、一つ一つの操作法や法則性は分かっていても、それらを組み合わせて考えること

に課題が認められる。今後は、体験活動や学び合いなどの、指導の充実を図っていく必要がある。   


